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　先般、品川区長期基本計画改訂委員会より
長期基本計画改訂素案の答申をいただきまし
た。21年度の計画策定から、区を取り巻く
社会経済環境が目まぐるしく変化してきてお
り、これに対応していくため中間見直しの議
論をお願いしたものです。この答申は、改訂
委員会で活発な議論をしていただき、さらに
パブリックコメントなどを経て、多くの方の
貴重な意見を伺いまとめられたものです。改
めて尽力いただいた方々に感謝申し上げると
ともに、この長期基本計画の着実な実現に向
け、一層の努力をしていきます。

防災対策の強化、防災対策の強化、
長期的視野に立った事業展開、長期的視野に立った事業展開、

長期基本計画の着実な実現を進めます長期基本計画の着実な実現を進めます

26年の第1回区議会定例会は2月
19日に開会し、26年度一般会計予
算や各種議案を審議しています。開
会にあたり濱野区長は、区政運営の
基本方針と施策について所信を表明
しました。

○施政方針の全文は、区ホームページでご覧いた
だけます。

平成26年度施政方針平成26年度施政方針

東日本大震災からの教訓を
受け止め、引き続き防災対策
の強化を重点課題とします

オリンピック・パラリンピック
など長期的視野に立った事業も
展開します

東日本大震災から3年がたちます
　被災地では復興に向けた取り組みが様々に行われていますが、今なお
不自由な生活を余儀なくされている方もいらっしゃいます。
　区では、これまで災害時相互援助協定を結んでいる岩手県宮古市や福
島県富岡町をはじめとして、被災された地域の皆さんに区民の方々から
の義援金や支援物資をお届けしたり、職員を派遣して復興に寄与するよ
うに努めてきました。
　今後も被災地の方々の力になれるよう支援を続けてまいります。

これからも引き続き次のような支援を行ってまいります。
○被災地応援ツアー
○被災地支援のための区職員の派遣
○被災地雇用に対する助成
○被災者への住宅提供
○イベントにおける産直販売・観光PR　など

■東日本大震災で亡くなられた方を追悼し、被災地の復興を願って3月
11日㈫午後2時46分から1分間の黙とうにご協力ください。黙とうについ
ては防災行政無線でもお知らせします。

3月11日を迎えて

　日本経済は回復の兆しを見せつつあります
が、すべての区民や中小企業がそれを実感で
きるまでには至っていません。加えて、消費
税の税率改定による区民生活や区への影響も
十分に見極める必要があると考えています。
このような中、昨年9月に2020年オリン
ピック・パラリンピック競技大会の東京開催
が決まりました。こうしたことから、将来を
見据え、長期的視野に立った予算や事業展開
が求められており、必要な施策を着実に実現
していきます。

　甚大な被害をもたらした東日本大震災から
3年がたとうとしていますが、その傷跡は今
もなお残されており、我々はここからの教
訓をしっかり受け止め、安全・安心のまちづ
くりを進めていかなければなりません。昨年
12月には、政府の中央防災会議が首都直下
地震などの被害想定を発表しました。これを
受け、マグニチュード7クラスの地震による
建物倒壊や火災、津波などに対処するために、
これまで区が行ってきた防災対策の見直しや
強化を、さらに推し進めていきます。
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これまで区が行ってきた防災対策の見直しや強化を、さらに推し進め、災害に強い
まちを築いていきます。

2,800千円品川区災害対策基本条例の制定
「自助」「共助」「公助」の考えを、区・区民・事業者などそれぞれの立場における役割と
して明確化し、主体的に行動する指針とします。

1,639,700千円防災拠点の整備
しながわ中央公園を拡張し、ヘリポート機能を持つ防災拠点に整備します。

1,313,834千円木造住宅密集地域対策
・木密地域の耐震化・不燃化の推進
・木密地域不燃化10年プロジェクトの推進
・荏原町駅前地区　防災街区整備事業の促進

53,713千円防災区民組織に対するスタンドパイプセット増配備
地域での初期消火能力のさらなる向上をめざし、必要とされる組織に増配備します。

9,500千円事業所向け防災ハンドブック作成
さらなる防災意識向上を図るため、防災ハンドブックを区内事業者に配布します。

4,550千円津波対策
津波自主避難マップ作成を促進し、津波避難施設の確保に向けた取り組みを強化します。

16,800千円地域連携
・国道15号線沿線における災害時徒歩帰宅者支援対策の推進
・ターミナル駅周辺帰宅困難者対策の推進

3,217,480千円施設等整備
・学校の防災・避難所機能の強化
・浸水対策・下水道管改修
・品川区清掃事務所内　軽油給油スタンド再開
・防災センター改修の実施設計

　昨年10月に改訂素案（案）を公表し、
区民の皆さんからのご意見を募集した
ところ、205人（団体）の方から401
件のご意見をいただきました。これら
を参考にさらに内容を検討し、12月25
日には改訂委員会より区長への答申が
あり、このたび「品川区長期基本計画」
を改訂しました。区は4月からこの計画
を基本として施策を展開します。

　今の子どもたちが2020年に選手はもとより様々な形
でこの世界的イベントを体感できるように、また、世
界の方々が品川区に来て「すばらしいまち」と言って
いただけるような取り組みをしていきます。
　国際化に向けた対応として、国際社会で活躍できる
人材の育成を視野に、小学校では英語教育に特化した
指導者の配置やイングリッシュキャンプを実施し、中
学校ではグローバル人材育成塾を開設するなど、子ど
もたちの英語能力を高めていきます。また、商店街に
おいては、英会話講座などの開催や外国語表記の準備
などを行い、「英語少し通じます商店街」事業を展開
します。
　スポーツ振興による気運の醸成としては、トップレ
ベルのアスリートと触れ合いながら体感してもらえる
事業の展開や障害者水泳大会の開催などを行います。
　施設のバリアフリーやインフラ整備も重要であり、
車いすや白杖などを体験する機会を設けたり、ホッ
ケー会場などとして予定されている大井ふ頭中央海浜
公園周辺の無電柱化・バリアフリー化を検討します。

○26年度予算の主な項目（案）
①「英語少し通じます商店街」プロジェクトなど
　………………………………………………2,513千円
②小中学校における英語教育の充実…… 47,723千円
③トップスポーツ＆障害者スポーツ体験イベント
　………………………………………………3,926千円
④ビーチバレー体験ワークショップ……… 957千円

防災対策の強化 災害に強いまちづくり防災対策の強化 災害に強いまちづくり重点
課題

主なご意見とご意見に対する区の考え方
主なご意見 区の考え方

2020年東京オリンピック・パラリンピックの開催に
向け、国際的なまちづくりを検討してほしい。

地域の国際化と外国人来訪者への対応について支援し
ていきます。

商店街の衰退により商店が減少し、高齢者が買物難民
化している。有効な施策はないか。

にぎわいのある商店街づくりや小規模商店街の活力づ
くりなどにより支援していきます。

若者から高齢者まで利用できるスポーツ施設や区民が
気軽に参加できるイベントを増やしてほしい。

多様なスポーツプログラムの提供を図るとともに、ス
ポーツ施設の改修や利用促進を図っていきます。

認可保育園を増設してほしい。
今後の保育需要を見極めつつ、引き続き認可保育園、
認証保育所、家庭的保育（保育ママ）など、教育・保
育施設を総合的に整備していきます。

学校選択制により、町会との関係が弱まっている。地
域との共存を大切にする学校へ転換してほしい。

地域と共にある学校づくりを推進していきます。

特別養護老人ホームを増設してほしい。 ニーズに即した多様な施設の整備を進めていきます。

発達障害者に対する支援の充実と幼児期から成人期ま
で一貫した支援策の構築に期待する。

幼児期から成人期まで切れ目のない支援を行っていき
ます。

目黒川の早急な浄化対策が必要である。
今後も河川管理者である都や近隣区などと連携し、浄
化に取り組んでいきます。

子どもが安心して思い切り遊びに没頭できるようなプ
レーパークを区内にたくさんつくってほしい。

特色ある機能的な公園の整備を計画するなかで、参考
にさせていただきます。

新聞で地震の延焼対策が進んでいない地域として品川
区が掲載されており、一刻も早く善処してほしい。

都とも連携し、木密地域の不燃化を強力に推進してい
きます。

都市計画道路補助29号線の計画に反対する。
災害時の延焼遮断帯として必要不可欠な道路です。都
が進める整備に合わせ、周辺の不燃化やまちづくりを
皆様の理解を得ながら進めていきます。

電子行政サービスを積極的に実施してほしい。
ＩＣＴ（情報通信技術）の特性を活用し、さらなる電
子行政サービスの充実を検討していきます。

健全な財政状態を維持していくことが必要であり、効
率的な行政をめざすべきである。

これまで培ってきた財政力と健全財政を今後も持続で
きるよう、効率的な区政運営に努めていきます。

「品川区長期基本計画改訂素案（案）」へのパブリックコメントに「品川区長期基本計画改訂素案（案）」へのパブリックコメントに
ご意見をいただきありがとうございましたご意見をいただきありがとうございました

●パブリックコメントにお寄せいた
だいたご意見の概要とご意見に対す
る区の考え方は、企画財政課（本庁
舎5階）、区政資料コーナー（第三庁
舎3階）、区ホームページでご覧にな
れます。
※「品川区長期基本計画改訂版」の
全文は4月からご覧いただける予定
です。
問企画財政課☎5742－6607

2020年オリンピック・2020年オリンピック・
パラリンピックパラリンピック
東京開催に向けて東京開催に向けて
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長期基本計画の5つの都市像の実現 ※「防災対策の強化　災害に強いまちづくり」と
「2020年オリンピック・パラリンピック東京開催に
向けて」に関わる事業に関しては2ページを参照。

○26年度予算の主な項目（案）
①地域振興・協働
・品川区シティプロモーションの取り組み……………………………………15,000千円
・町会・自治会の活動支援の推進…………………………………………… 110,319千円
・地域情報発信拠点の機能向上　ふれあい掲示板の建て替え………………49,000千円
・区民との協働を促進「みんなでつくる品川区」 ……………………………12,914千円
②産業振興・就業支援
・中小企業事業資金融資あっせんの拡充…………………………………… 694,963千円
・品川産業支援交流施設の開設準備……………………………………………14,460千円
・若者向け就業支援………………………………………………………………85,854千円
③商業・観光
・プレミアム付き区内共通商品券の発行助成…………………………………78,864千円
・品川区観光アクションプラン　都市型観光の充実…………………………26,000千円
④歴史・文化
・新たな「品川区史」の刊行……………………………………………………36,410千円
・品川区民芸術祭2014 …………………………………………………………23,506千円
⑤国際交流
・ポートランド市姉妹都市提携30周年・オークランド市語学研修生増員 ……20,472千円

・地域で行われている様々な活動を支援します
　地域社会における町会・自治会の意義や役割を改めて評価し、支援を行い
ます。また、様々な活動をしている団体との協働を推進し、ＮＰＯなどの支
援や社会貢献活動を行う企業との連携を進めます。
　商業振興では、プレミアム付き区内共通商品券の発行やマイスター店など
を活用した「まちゼミ」の開催支援など商店街活性化事業を、中小企業への
支援としては、研究開発型企業や情報通信業などの交流施設の開設準備を、
人材確保支援として、若者就業体験などを実施します。
　都市型観光の推進では、観光情報発信のアプリや多言語対応した観光マッ
プの作成など来訪者への情報提供を充実します。
　伝統文化と芸術の振興では、新たな品川区史を刊行し次世代への地域の歴
史文化の継承を促し、5回目を迎える品川区民芸術祭をより充実したものと
します。

だれもが輝く にぎわい都市

○26年度予算の主な項目（案）
①水とみどり
・子どもたちのアイデアを活

い

かした公園整備……………………………… 371,000千円
・しながわ区民公園再整備…………………………………………………… 144,000千円
・しながわ花海道LED公園灯設置 ………………………………………………19,800千円
②環境対策
・エコライフアイデア・コンテスト……………………………………………… 715千円

・自然との調和を図りながら、環境負荷を軽減した都市を次代につなぎます
　勝島運河雨水貯留施設建設工事を都と連携し28年度の整備完了に向け進
め、浸水対策ともあわせ、運河周辺の良好な水辺環境を創出します。
　しながわ区民公園はクラブハウスの改修を、東品川公園は子どもたちのア
イデアをいかした第3号の公園として弓道場もあわせ改修をします。
　環境対策では区民の環境意識の高まりを持続させていくために、エコライ
フアイデア・コンテストを実施します。

次代につなぐ 環境都市

○26年度予算の主な項目（案）
①高齢者福祉
・3カ所の特別養護老人ホーム等整備・開設 …………………………… 1,742,807千円
・2カ所の認知症高齢者グループホーム開設 ……………………………… 388,230千円
・民間事業者によるサービス付き高齢者向け住宅等開設への支援 ………… 173,888千円
②障害者福祉
・品川児童学園改築基本計画の策定…………………………………………… 4,000千円
・品川区立発達障害者支援施設オープン………………………………………31,822千円
・品川児童学園サテライト型発達相談室オープン…………………………… 7,032千円
③地域福祉
・臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金の支給………………… 1,139,468千円
・生活保護受給世帯の子ども家庭支援…………………………………………13,600千円
④健康づくり
・地域医療連携の強化…………………………………………………………… 5,614千円
・Ｂ型肝炎ワクチン接種費用助成………………………………………………24,786千円
・ジェネリック医薬品使用の促進……………………………………………… 7,335千円
・国民健康保険・後期高齢者医療制度加入者への人間ドック受診助成…… 2,840千円

・住み慣れた地域で安心して暮らすため、地域と行政とが連携して取り組みます
　高齢期の住まいと安心を守る取り組みとしては、特別養護老人ホームを杜
松小学校跡に12月、平塚橋会館跡に28年度、旧「みやこ荘」跡地に29年度の
開設をめざします。また、老人保健施設の開設準備、認知症高齢者グループ
ホームの整備のほか、サービス付き高齢者住宅の開設を支援します。
　障害者福祉では、品川児童学園の改築に向けた基本計画を策定するほか、
荏原地区における児童学園の分室としてサテライト型発達相談室を、また、
アフターケアセンター跡を活用した発達障害者支援施設を開設します。
　地域福祉では、国が低所得者などへの臨時給付を決めたことから、区とし
ても着実な対応をしていきます。
　健康づくりでは、地域医療の課題解決に向け地域医療連携会議を設置しま
す。また、Ｂ型肝炎ワクチン接種の一部費用助成、介護予防や健康づくり事
業の充実をし、健康寿命の延伸を図ります。

みんなで築く 健康・福祉都市

○26年度予算の主な項目（案）
①まちづくり
・目黒駅前地区再開発………………………………………………………… 810,800千円
・八潮団地内区道バリアフリー化…………………………………………… 182,000千円
・空き家等の実態調査…………………………………………………………… 8,000千円
・道路空洞調査・補修工事……………………………………………………… 8,000千円
②安全・安心
・しなぼうキャラばん隊発足……………………………………………………… 385千円

・地域特性をいかしながらまちの活性化、災害に強いまちづくりを進めます
　市街地再開発事業では、大崎駅周辺地区北品川五丁目第1地区は27年5月、
目黒駅前地区は29年度しゅん工をめざします。大井町駅や武蔵小山駅周辺地
区などの商業地も整備し、品川駅南地域周辺についても引き続き検討を進め
ます。また、八潮地区の道路バリアフリー化も本格整備を進めます。一方、
住環境の整備を進めるため、空き家などの実態調査を行い対策に活用します。

暮らしを守る 安全・安心都市

○26年度予算の主な項目（案）
①待機児童対策
・私立保育園・認証保育所の新規開設支援………………………………… 610,580千円
・品川区家庭的保育事業（保育ママ） ……………………………………… 288,536千円
・保育従事職員処遇改善のための補助金交付…………………………………80,649千円
②子育て・親育ち
・私立幼稚園児保護者に対する補助金所得制限緩和の拡大……………… 175,560千円
・新米ママ・パパのための親育ち支援…………………………………………… 502千円
・区立保育園・幼稚園における特別支援教育の拡充………………………… 5,482千円
・保幼小ジョイント期カリキュラムの実践…………………………………… 4,762千円
③学校教育
・学校ICTの推進 ……………………………………………………………… 395,237千円
・学校屋内運動場照明のLED化 …………………………………………………16,500千円
・小学校の改築（御殿山小学校） ………………………………………… 2,648,810千円
④青少年育成
・「家庭の日」制定40周年記念写真コンテストなど ……………………… 2,836千円
⑤平和
・非核平和都市品川宣言制定30周年記念イベント開催 ……………………10,010千円

・次代を担う子どもたちの健やかな成長を地域全体で育みます
　待機児童対策を総合的に展開し、受け入れ枠を473人拡大します。また、
子ども・子育て新制度が27年度から本格施行されることから、品川区子ども・
子育て支援事業計画を策定します。
　子育て・親育ち支援では、子育て中の先輩ママとの情報交換や交流を行う
事業などを実施します。スクールステイ事業も20校27園まで拡大し、さらな
る幼児教育の充実を図ります。
　学校教育では、教室へのプロジェクタの設置やタブレットＰＣなどＩＣＴ
（情報通信技術）環境を整備し、特別支援学級においてもタブレットＰＣが
学習活動に活用できる環境を整備します。
　また、「家庭の日」制定40周年記念写真コンテストや、「非核平和都市品川
宣言」制定30周年記念事業を実施し、その主旨の啓発・普及をしていきます。

未来を創る 子育て・教育都市
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　区政を取り巻く環境が今なお目まぐるしく変動する中、今後も不断
の行財政改革が必要であり、事業のスクラップ・アンド・ビルドを進め、
変化の大きな状況に対応した先駆的な施策展開をしていきます。そし
て、見直しを行った長期基本計画に実効性を持たせ、実践していきます。
　信頼される区政運営をするうえで、26年度も区民の方々とのタウン
ミーティングを実施し、様々な意見交換を行い、区政にいかしていき
ます。また、品川区の魅力や情報を広く打ち出すことも大切であり、
区の魅力を改めて掘り起こして発信し、区のブランド力を高める取り
組みとして、シティプロモーションを展開していきます。

　行財政改革の視点においては、公共施設有効活用プランの考えのも
と、定期借地制度などを活用し、税外収入も得ながら、区の行政需要
を満たすなど、区有施設の多様な活用を進めていきます。
　さらに、昨年成立した社会保障・税番号制度、いわゆる番号制度に
ついても、区民に有益な制度となるよう、しっかりと対応していきます。
　都区のあり方については、地方自治の本旨に基づいた主体的な区政
運営を行うために、本来あるべき都区関係を確立し、事務配分の見直
しや、財政調整の面で23区の自主性、自立性を高めていく取り組みを
今後も着実に進展させることが重要です。昨年6月に出された第30次
地方制度調査会の答申においても、特別区へのより一層の権限拡充の
方向が示されており、特に児童相談所については、都から区へ移譲す
べき事務として具体的に挙げられていることから、その実現に向けて
協議を進めていきます。

一般会計の歳出を　　　にたとえると…　　に
民生費 440円 教育費 100円

議会費 6円

予備費 2円

産業
経済費 16円公債費 23円衛生費 77円

◎保育待機児童対策
◎特別養護老人ホームなどの整備
◎生活保護費　        　　　　  など

保育園運営、高齢者や障害のあ
る方など福祉の充実のために

◎各種がん検診、予防接種
◎ごみ収集、資源リサイクル
◎温暖化対策事業　　　　　　 など

保健衛生や環境対策のために

総務費 120円

◎品川区災害対策基本条例の制定
◎文化・スポーツ活動施設の運営
◎品川区民芸術祭
◎町会・自治会の活動支援　　  など

文化芸術・スポーツ、防災や生
活安全のために

◎学校・公園・社会福祉施設整備費
などの償還

など

公共施設の整備などを目的に借
り入れたお金を返すために

◎小中一貫教育の推進
◎小中学校維持管理費
◎小中学校の改築　　  　　　  など

小中学校教育や図書館などの運
営のために

◎プレミアム付き商品券の発行
◎中小企業事業資金融資あっせん
◎若者向け就業支援　　　　　 など

商工業の活性化のために

土木費 216円

◎都市計画道路整備
◎しながわ中央公園拡張整備
◎住宅・建築物耐震化支援　　  など

道路・公園・住宅などまちづく
りのために

区議会の運営のために

不断の行財政改革を進め、これまで培って
きた財政力を活用し、将来を見据えた施策・
事業に取り組みます

　26年度予算は、重点課題である防災対策の強化をはじめ、オリンピック・パ
ラリンピックなどの事業も盛り込み、改訂した長期基本計画の着実な実現をめ
ざす予算としました。編成にあたっては、委託事業や情報機器リースのさらな
る見直しに加え、業務執行体制の見直しなどにより職員定数を6人削減しながら、

約1億3,000万円の削減を行いました。そして、これまで培ってきた財政力も活
用しながら、一般会計予算を1,462億3,700万円、前年度比プラス9.8％とし、必
要な施策を着実に実現しながら、将来も見据えた予算としました。

26年度当初予算案
の財政規模
（前年度比）

金額（千円）構成比（％）

C

消費的経費 50,326,583 34.4
物件費 26,320,313 18.0 物品購入、業務委託など
補助費など 9,497,418 6.5 各種助成金や負担金など
積立金 1,335,870 0.9 基金としての資金積み立て
繰出金 11,547,327 7.9 国民健康保険、介護保険など特別会計を支える経費
その他 1,625,655 1.1 施設の維持補修費など

金額（千円）構成比（％）

A

義務的経費 59,153,403 40.5
人件費 25,159,068 17.2 職員の給与・退職金、議員の報酬など
扶助費 30,678,100 21.0 生活保護費、高齢者や障害者への手当、医療費助成など
公債費 3,316,235 2.3 債権などの償還金

B 投資的経費 36,756,750 25.1 道路・公園・施設の整備や用地取得など

一般会計歳出総額を人件費や物件費などの性質別に分類すると次のようになります

合計（A＋B＋C）＝146,236,736千円

区政運営の基本姿勢

1,462億3,673万6千円（9.8％増）一般会計

75億2,990万1千円（3.9％増）後期高齢者医療特別会計

386億6,609万円（2.1％増）国民健康保険事業会計

223億10万8千円（5.5％増）介護保険特別会計

当初予算案の概要

社会保障・税一体改革による消費税率の改定に伴う増
収分（約11億円）については、子ども・子育て支援
の充実など、社会保障の充実、安定化に充てられます。

東日本大震災からの復旧・復興のための臨時的措置と
して改定される特別区民税均等割額の増収分（約1億
円）については、防災・減災対策に充てられます。
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日＝日時・期間　場＝会場・場所　内＝内容　　　人＝対象・定員

¥ ＝費用・料金　参＝参加方法　　申＝申込方法　問＝問い合わせ・主催
＝E-mail　　　HP＝ホームページ（http://）情報館 情報館は5～7ページです

ひきこもりシリーズ学習会（第7回）

青年期のひきこもりなどで悩む家族の交
流や情報交換を行います。
日3月27日㈭午後2時～4時
場申電話で、大井保健センター（大井2
－27－20☎3772－2666）へ

二人で子育て（両親学級）

会場 日時

品川保健センター
（北品川3－11－22）

5/18
㈰ 9:30～12:30

荏原保健センター
（荏原2－9－6）

5/10
㈯

9:30～12:30

13:30～16:30

内もく浴実習、講義「赤ちゃんとの生活」、
マタニティリラクセーション他
人区内在住で、体調の安定している妊娠
22週以降の初産カップル24組（選考）
申4月10日㈭（必着）までに、往復はが
きに「二人で子育て」とし、希望日時（第
3希望まで）、2人の住所・氏名・電話番号・
Ｅメールアドレス、出産予定日をポピン
ズ品川区係（〠150－0012渋谷区広尾5
－6－6広尾プラザ5階）へ
●区ホームページの「妊娠・出産」→「妊
娠中のサービス」→「二人で子育て（両
親学級）土日開催」からも申し込めます。
問品川保健センター☎3474－2225
荏原保健センター☎3788－7016

ろば康ひ健
応急診療所 行く前に必ず電話連絡を。

健康保険証を忘れずに！

＝内科 ＝小児科 ＝歯科 ＝接骨 ＝薬局内 小 薬歯 骨

  小児平日夜間／／午後8時～午後11時（受付は午後10時30分まで）

月～金曜日 　　　品川区こども夜間救急室 旗の台 1 － 5 － 8 ☎3784－8181
　　　　　　　　　　　　　　　昭和大学病院中央棟4階

  休日昼間・夜間／／午前9時～午後10時（受付は午後9時30分まで）

3月16日㈰

　　　品川区医師会休日診療所 北品川 3 － 7 －25 ☎3450－7650
　　　荏原医師会休日診療所 中　延 2 － 6 － 5 ☎3783－2355
　　　品川薬剤師会薬局 北品川 3 －11－16 ☎3471－2383
　　　荏原休日応急薬局 中　延 2 － 4 － 2 ☎6909－7111 

  休日昼間／／午前9時～午後5時（受付は午後4時30分まで）

3月16日㈰

　　　浅野医院 大　井 6 －21－ 5 ☎3771－2692
　　　あべ歯科医院 東大井 5 －12－ 5 ☎5460－4182
　　　平田歯科医院 豊　町 5 － 1 －12 ☎5498－1260
　　　篠原接骨院 西大井 2 － 4 －19 ☎3775－2407
　　　誠道館清水接骨院 小　山 3 －16－ 5 ☎3783－0685

  土曜日夜間／／午後5時～午後10時（受付は午後9時30分まで）

3月15日㈯
　　　品川区医師会休日診療所 北品川 3 － 7 －25 ☎3450－7650
　　　品川薬剤師会薬局 北品川 3 －11－16 ☎3471－2383

小

内 小

薬
薬

小内

歯

骨

歯

小
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キリトリ線

薬
小内

キ
リ
ト
リ
線

お子さんの急な病気に困ったら
小児救急電話相談　☎＃8000　 IP電話などは　☎5285－8898
月～金曜日　午後5時～午後10時　 土・日曜日、祝日　午前9時～午後5時 

眼科の救急診療
曜日 診療機関 電話番号

日・月・水
土・祝日

東邦大学医療センター大森病院
（大田区大森西6－11－1） 3762－4151

日・火・金
土・祝日

昭和大学病院附属東病院
（西中延2－14－19） 3784－8383

木
（祝日も含む）

荏原病院
（大田区東雪谷4－5－10） 5734－8000

※緊急手術や重症患者対応時は、診療をお待ちいただくか他
院を紹介する場合があります。

日曜日、祝日＝
　午前9時～翌日午前8時
月～金曜日＝
　午後5時～翌日午前8時
土曜日＝
　正午～翌日午前8時

診療時間

※重病の方は119番をご利用ください。
医療機関の24時間案内

●東京都保健医療情報センター（ひまわり）　☎5272－0303 ●品川消防署　☎3474－0119
●救急相談センター　　　　　　☎＃7119 ●大井消防署　☎3765－0119

　　　 IP電話などは　☎3212－2323 ●荏原消防署　☎3786－0119（救急車を呼ぶのを迷ったら）

会場 時間
①特別養護老人ホームロイヤルサニー（西大井2－4－4）
※施設使用料3,000円が必要です 午前10時～11時30分

②鈴ヶ森公園（南大井4－18）
※雨天時は南大井シルバーセンター（南大井3－7－13） 午後2時～3時30分

③京陽公園（平塚2－12）
※雨天時は平塚シルバーセンター（平塚2－10－20） 午前10時30分～正午

④北浜公園（北品川2－28－12）
※雨天時は福栄会（東品川3－1－8）内 午前10時30分～正午

日4月～27年3月の①～③は第2・4金曜日、④は第1・3木曜日（全24回）
内健康遊具を使用したつまずかない運動など、四つの基本運動
人区内在住で、おおむね65歳以上の方若干名（先着）
申3月20日㈭までに、電話で①は春光福祉会☎5743－6111、②③は高
齢者いきがい課いきいき事業係☎5742－6733、④は東品川在宅サー
ビスセンター☎5479－2946へ
問高齢者いきがい課いきいき事業係☎5742－6733

月に1回、手作りの食事を楽しみながら交流しましょう。講話やミニ体
操などもあります。

日時 会場
①第2金曜日
　午前11時30分～午後1時 南品川シルバーセンター（南品川5－10－3）

②第4金曜日
　正午～午後1時30分 東品川シルバーセンター（東品川3－32－10）

③第3火曜日
　午前11時30分～午後1時 大井林町高齢者複合施設（東大井4－9－1）

日4～9月（全6回）
人会場への往復ができる65歳以上の方①20人②③各15人（抽選）
￥2,400円（昼食代）
申3月26日㈬までに、電話で高齢者いきがい課いきいき事業係☎5742－
6733へ

皆で料理を作り、健康な食生活について学びます。
教室名 日時 会場 費用 申込先

①
北品川
教室

4月5日～9月27日の
土曜日 午前10時30
分～午後2時（全12
回）

北品川わくわ
くクッキング
教室（北品川
1－23－10）

1回
500円

ライフケアーサービスセ
ンター
☎3471－3883（月～土
曜日午前9時～午後5時）

②
大井
教室

4月17日～6月19日の
木曜日 午前10時～
11時30分（全10回）
※調理実習のときは午後1時まで

東大井地域密
着型多機能
ホーム（東大
井5－8－12）

2,000円
（材料費別）

みんなの食育
☎6674－1803（火曜日
を除く午前10時～午後5
時）

③
荏原
教室

4月10日～6月19日の
木曜日 午前10時～
正午（全10回）

荏原文化セン
ター（中延1
－9－15）

2,000円
（材料費別）

長寿社会文化協会
☎5405－1501（月～金
曜日午前10時～午後5時）

④
八潮
教室

4月15日～7月1日の
火曜日 午前10時～
午後0時30分（全10
回）

八潮地域セン
ター（八潮5
－10－27）

2,000円
（材料費別）

品川栄養士会
☎070－6657－6875
（月～金曜日午前10時～
午後5時）

人区内在住で、会場への往復ができるおおむね65歳以上の方
①②各10人程度③④各16人（抽選）
申3月28日㈮までに、本人が電話で各申込先へ
問高齢者いきがい課☎5742－6733　食事処

どころ

「南品川・東品川・大井林町」へ出かけてみませんか

　わくわくクッキング参加者募集　いきいき「うんどう教室」参加者募集

ぜん息児水泳教室

日5月10日～6月28日の土曜日　午後1時～3時（全6回）
※5月24・31日を除く。※第1・3土曜日は午後1時30分から。
場荏原文化センター（中延1－9－15）
内医師・看護師による健康チェックのもとでの水泳教室、医師と保護者との個
人面談
人区内在住で、5歳～小学6年生のぜん息児50人（選考）
申4月4日㈮（必着）までに、はがきかFAXで教室名、参加者の住所・氏名・
生年月日・電話番号、保護者氏名を健康課公害補償係（〠140－8715品川区
役所☎5742－6747Fax5742－6883）へ　
※後日、事前アンケート用紙を送付します。



●費用の記載のないものは無料
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＝E-mail　　　HP＝ホームページ（http://）情報館 キッズクラブ・シニアクラブ・健康ひろばは5ページです

（6）

子ども医療費助成のお知らせ
病気やけがなどによって受診した場合、
健康保険診療の医療費自己負担分を区
が助成します。医療証をお持ちでない方
は申請してください。
人区内に住民登録がある15歳まで（中
学3年生以下）のお子さん
※申請した日から助成が受けられます。
申お子さんと保護者の健康保険証・印鑑
を持って青少年育成課へ
●有効期限が26年3月31日の乳幼児医
療証か子ども医療証をお持ちの方へ
①4月から小学生になる「乳幼児医療証」
をお持ちのお子さんには、4月1日から
有効の「子ども医療証」を3月下旬に郵
送します。
②中学3年生（15歳）の有資格は3月31
日で終了します。
―――――――　共　通　―――――――
問青少年育成課手当・医療助成係
（本庁舎7階☎5742－6721）

児童手当のお知らせ
現在、児童手当を受給している方で次に
あてはまる場合は手続きが必要です。
①3月末日で公務員を退職する方、独立
法人や団体などに出向して公務員でな
くなる方
引き続き児童手当の受給を希望する場
合は、新たに品川区に申請が必要です。
※引き続き受給するには、退職・出向し
た月の申請が必要です。月末に退職した
方は退職日の翌日から15日以内に申請
すると退職月の翌月分から支給されま
す。
②4月1日以降に公務員になる方
勤務先に申請してください。独立法人や
団体などに出向していた方が再び公務
員になる場合も4月末日までに申請が必
要です。
※詳しくはお問い合わせください。
問青少年育成課手当・医療助成係
（本庁舎7階☎5742－6721）

大崎在宅介護支援センター、大崎在宅サ
ービスセンターは仮施設から移転します
移転先／大崎2－11－1大崎ウィズタワー

電話番号 移転日
在宅介護支援
センター

3779－2981
（変更なし）

3月17日
㈪

在宅サービス
センター 3779－3547 3月24日㈪

問高齢者福祉課高齢者支援第一係
☎5742－6729

介護者教室
日3月15日㈯午後1時30分～3時30分
場八潮地域センター（八潮5－10－27）
内高齢者のための元気レシピ～栄養バ
ランスがよく、手軽にできるレシピ
人30人（先着）
申前日までに、電話で八潮在宅サービス
センター☎3790－0344へ

「いきいきカラオケ広場」で仲間づく
り・健康づくり～登録グループ募集
登録期間／4月1日㈫～27年3月31日㈫
場①カラオケルーム歌広場　
目黒・大森店＝月～日曜日、祝日
五反田店＝月～金曜日（祝日を除く）
②カラオケルームコートダジュール
大井町駅前・大森・目黒西口店＝月～日
曜日、祝日
内①室料半額、土・日・祝日は3割引（ソ
フトドリンク付き）
②会員登録料無料、室料月～金曜日3割
引、土・日・祝日2割引、フリータイム5％
割引（ワンドリンクオーダー必要）
※室料は、会場・時間帯によって異なり
ます。
※飲食料金は自己負担。
人区内在住の60歳以上で構成された5人
以上のグループ
申高齢者いきがい課で配布する申請用
紙（グループ名、代表者の氏名・電話番
号、全員の住所・氏名・生年月日）を同
課いきいき事業係（本庁舎3階☎5742
－6733）へ持参
※受付後、登録カードを渡します。

第127回高齢者と介護者のため
の料理教室「長寿のひみつ」
日3月25日㈫午後1時30分～4時30分
場荏原文化センター（中延1－9－15）
持ち物／エプロン、筆記用具、三角巾
人20人（先着）
￥600円
申3月18日㈫までに、電話で荏原特別養
護老人ホーム☎5750－2941へ

消費者特別相談
「若者のトラブル110番」
日3月17日㈪・18日㈫午前9時～午後4時
場問当日、消費者センター（大井1－14
－1☎5718－7182）へ　※電話相談も可。

国民健康保険料口座振替
新規申し込みキャンペーン
口座振替新規申し込みの方の中から、抽
選で100人にＱＵＯカード（1,000円分）
をプレゼントします。この機会に安心・
便利な口座振替をご検討ください。
日4月1日㈫～5月30日㈮
対象／新規に6月期の口座振替ができた
世帯（25年度以前の国民健康保険料に
滞納のない世帯）
※口座振替を登録済みで口座変更の場
合は除く。　
※分割納付の口座振替は除く。　
※6月30日の口座振替結果確認後の7月
中旬以降、世帯主宛てに発送を予定して
います。
●口座振替申し込みにはペイジーが便
利です
窓口の設置端末でキャッシュカードを
読み込み、暗証番号を入力するだけで口
座登録が簡単にできるペイジー口座振
替受付サービスを実施しています。ぜひ
ご利用ください。詳しくは国保医療年金
課収納係までお問い合わせください。
●4月より納付案内センターを開設します
4月より品川区国民健康保険料納付案内
センターを開設し、保険料のお支払い状
況や口座振替の手続きなどについて、電
話で案内します。
問国保医療年金課収納係
（本庁舎4階☎5742－6678）

障害者スポーツフリー利用
会場 曜日 費用（保険料）

総合体育館 第2土曜日
（全12回） 360円

戸越体育館
第4土曜日
（全11回）
※8月を除く

330円

日4月～27年3月　
午前9時30分～11時30分
内軽スポーツなど
人自分で身の回りのことができ、会場ま
で通える小学3年生以上の方
参初回に、費用を持って会場へ
問スポーツ協会

消費生活教室「おいしいコーヒー
のいれ方（実技）」
日3月27日㈭午後1時30分～3時30分
場きゅりあん（大井町駅前）
講師／角地恭治（J.C.Q.A.認定コーヒー
インストラクター）　
人36人（先着）
￥300円
申3月20日㈭までに、電話で消費者セン
ター☎5718－7181へ
○区ホームページから電子申請もでき
ます。

ウェルカムセンター原・交流施設
の教室～楽しい大正琴「琴伝流」
日4月3日～5月8日の木曜日
午後1時30分～3時（全6回）
人16人（抽選）
￥3,000円　※楽器の貸し出し可。
場申3月20日㈭（必着）までに、往復は
がきで教室名、住所、氏名、年齢、電話
番号を同施設（〠140－0015西大井2－
5－21）へ
問大井第三地域センター☎3773－2000

お知らせ スポーツ

ボランティア募集
品川ボランティアセンター☎5718－7172

HP  shinashakyo.jp/volunteer/

●認知症高齢者の話し相手など
話し相手や散歩の介助、配膳、囲碁・
将棋の相手などをします。
日週1回（月～金曜日）
10:00～16:00で都合の良い時間
場小山の家（小山7）
●リハビリ手伝い
高齢者施設でリハビリの送迎やレクリ
エーションの手伝いをします。
日週1回（水・土曜日）9:30～11:30
場荏原特別養護老人ホーム（荏原2）
●お楽しみクラブのお手伝い
高齢者施設でレクリエーション（体操・
ゲームなど）の補助をします。
日週1回（火曜日）13:30～15:30
場東品川在宅サービスセンター（東品川3）

●見守りと後片付け
高齢者施設で朝食後の片付けと見守り
をスタッフと一緒に行います。
日週1回　8:00～10:00
場ケアホーム西大井こうほうえん
（西大井2）
●寺子屋クラブ補助
高齢者施設でクラブ活動の補助（漢字・
計算ドリルの配布・採点など）をします。
日週1回（水曜日）10:00～11:15
場ケアセンター南大井（南大井5）
●定例会の手伝い
高次脳機能障害者と家族による定例会
の手伝い（準備、後片付けなど）をします。
日第3日曜日　13:30～15:30
場心身障害者福祉会館（旗の台5）

ポポ

暮らしの中でのちょっとした心づかいがボランティアの始まりです。できること
から始めてみませんか。

ポ

ポ

■使用済みの切手・テレホンカード類（未使用も可）を品川ボランティアセンター（〠140－0014大井1－14－1）へ送ってください。

ポ

高齢者の積極的な社会参加を図るため、区内
在住のおおむね60歳以上の方に、区の指定す
るボランティア活動1回につき、1ポイント（年
間50ポイント上限）を付与します。ためたポイ

ントは区内共通商品券への交換か福祉施設な
どに寄付もできます。事前にボランティアセン
ターなどで申し込みが必要です。
※詳しくはお問い合わせください。

品川区地域貢献ポイント事業
品川ボランティアセンター☎5718－7172
高齢者いきがい課いきいき事業係☎5742－6733

さわやかサービス協力会員募集
さわやかサービス☎5718－7173
HP  shinashakyo.jp/sawayaka/

ポ

さわやかサービスは高齢者や障害者を対象と
して、家事援助を中心に、区民相互の助け合
いを支援する有償のボランティア活動です。
地域の助け合い活動に参加しませんか。
内掃除、食事作り、外出の付き添い、福祉車
両（車いすごと乗れる車両）の運転など

人18歳以上の方
謝礼／1時間800円（交通費支給）

【協力会員募集説明会】
日3月24日㈪午後2時～3時
場参当日、社会福祉協議会（大井1－14－1）へ

※　 は地域貢献ポイント事業の対象です。ポ

講座・講演

おもちゃの病院・消費生活相談
3月22日㈯はお休みします。　
問消費者センター☎5718－7181

受付期間を3月31日㈪まで延長します。
家庭用と業務用（中小企業など）があります。詳しくは区
ホームページをご覧いただくか、お問い合わせください。

申申請書と添付書類を環境課環境管理係（本庁舎6階☎
5742－6949）へ持参
※申し込みが予算枠に到達した時点で、受付を終了します。

太陽光発電システム設置助成の申請受付延長のお知らせ



区民プロデュース型講座・講演
会を開催する団体を募集します
区民を対象にした講座や講演会を企画
し開催していただきます。
テーマ／地域社会、文化芸術・スポーツ
の振興、青少年育成・支援、家庭教育の
振興や若者支援、高齢社会、人権啓発・
男女共同参画、平和・環境問題など
※昼間開催する場合や家庭教育の支援
関連の講座は幼児の保育を行っていた
だきます。
内7月1日～27年2月28日に、
①講座は1回2時間で5～10回開催
（委託料10万～20万円）
②講演会は1回2時間で1～2回開催
（委託料1万～6万円）
人社会教育関係団体に登録して1年以上
経過し、10人以上の会員で構成する団体
①講座6団体②講演会4団体（選考）
※受講者が、①講座は30人以上、②講
演会は70～100人を見込めること。
申請書配布場所／文化スポーツ振興課、
文化センター、こみゅにてぃぷらざ八潮
（八潮5－9－11）
※区ホームページからダウンロードも
できます。
申4月18日㈮までに、申請書を文化ス
ポーツ振興課へ持参
※自主グループ講師派遣他と重複不可。

メイプルカルチャー講座
現在募集中の講座です。定員になり次
第締め切ります。
①八潮の自然を撮ろう～デジカメ講座
日4月2日～6月18日の水曜日
午後1時～3時（全6回）
人30人（先着）　￥9,600円
②動作で覚える日常英会話〈入門〉
日4月7日～6月23日の月曜日
午後4時30分～6時（全9回）
人初めて英会話を習う方10人（先着）
￥19,800円（テキスト代別）

③クール＆キュートに踊る！ヒップ
ホップジャズ
日4月11日～6月20日の金曜日
午後5時～6時15分（全10回）
人小学4年～中学生の女子16人（先着）
￥16,000円
④はじめてのチャレンジ！4小節から始
める曲作り
日4月12日～6月28日の土曜日
午後3時30分～5時（全6回）
人6人（先着）　￥15,000円
⑤キッズダンス～さいしょの一歩
日4月16日～6月18日の水曜日
午後4時～5時15分（全9回）
人3～6歳のお子さん15人（先着）　
￥14,400円
⑥あなたの人生を織り込んだ1冊を！
はじめての楽しい絵本づくり
日4月18日～6月20日の金曜日
午前10時～正午（全5回）
人10人（先着）
￥8,500円（印刷製本代・教材費別）
―――――――　共　通　―――――――
場申①は八潮教室（八潮5－9－11☎
5492－7305）、②～⑥は同センター（西
大井駅前☎3774－5050）へ

環境学習講座「今年こそ緑のカ
ーテンを作りましょう」
各家庭でプランターを使ったり、鉢を増
やすなどして緑のカーテンを作ります。
日4月27日㈰午後2時～4時　
講師／丸山均（しながわ区民公園管理事
務所長）
人中学生以上の方24人（抽選）
場申3月19日㈬までに、往復はがきか
FAXで講座名、参加者の住所・氏名・
年齢・電話番号かFAX番号を環境情報活
動センター（〠140－8715 品川区役所
第三庁舎3階☎・Fax5742－6533）へ
※HP shinagawa-eco.jp/からも申し込め
ます。

子ども読書の日フェア
人形劇「赤ずきん」
日4月26日㈯
①午前11時～正午②午後2時～3時
場荏原文化センター（中延1－9－15）
出演／人形劇団ポポロ
人3歳以上のお子さんと保護者各回135
人（抽選）
申3月25日㈫（必着）までに、往復はが
き（5人まで）に「人形劇」とし、希望
番号、参加者全員の住所・氏名・年齢・
電話番号を品川図書館（〠140－0001
北品川2－32－3☎3471－4667）へ
○区ホームページから電子申請もでき
ます。

第3回メイプルメイツ発表会　　
日3月16日㈰午前11時～午後5時30分
内カルチャー講座受講生のダンス・演
奏・歌・朗読などの発表
場・観覧方法／当日、きゅりあん（大井
町駅前）へ
問メイプルセンター☎3774－5050
　　　　　　　
第213回日曜コンサート
日3月16日㈰午後1時30分～3時
曲目／フォーレ作曲　「チェロソナタ第
1番　ニ短調　作品109」他
出演／品川クラシック音楽協会
場・観覧方法／当日、中小企業センター
3階レクホール（西品川1－28－3☎
3787－3041）へ

春の観光フォトコンテスト
しながわの観光スポットの写真を募集
します。応募方法など詳しくはしながわ
観光協会ホームページをご覧いただく
かお問い合わせください。

応募締め切り／6月27日㈮
問同協会☎5743－7642（午前10時～
午後5時、月曜・祝日休館、HP sinakan.
jp/）、商業・観光課☎5498－6350

品川清掃工場見学会
日3月22日㈯午前10時～11時30分
※現地集合・現地解散。
内ビデオなどによる説明と施設見学
人50人（先着）
場申3月20日㈭までに、電話で同工場
（八潮1－4－1☎3799－5361）へ

品川＆早川ふるさと交流　「田植
え体験とマス釣り」参加者募集
地元の小学生とともに田植えを行い、マ
ス釣りやバーベキューを楽しみます。
日5月10日㈯～11日㈰
（午前7時30分区役所集合・午後5時30
分解散、1泊2日、往復バス）
宿泊／町営ヘルシー美里（山梨県・温泉）
人区内在住か在勤の方41人（抽選）
※小学生以下は保護者同伴。
￥10,000円、小学生以下6,000円（交
通費、宿泊費など）
申3月28日㈮（必着）までに、はがきか
FAXに「田植え体験」とし、参加者全
員の住所・氏名・年齢・性別・電話番号
を地域活動課市町村交流担当（〠140－
8715品川区役所☎5742－6856Fax5742
－6877）へ

■早川町にお見舞い
山梨県早川町は、2月14日から15日
にかけての大雪によって全町民1,183
人が孤立状態になりました。区は、
ふるさと交流協定および災害時にお
ける相互援助協定を結んでいる同町
に対し、支援物資と見舞金100万円
をお届けしました。
問地域活動課市町村交流担当
☎5742－6856

（7）

問い
合わせ

●文化スポーツ振興課　Fax5742－6585・6893
〠140－8715  広町2－1－36 第二庁舎6階
　●スポーツ係　☎5742－6838
　●生涯学習係　☎5742－6837
　●文化振興係　☎5742－6835・6

●品川区スポーツ協会・総合体育館
受付時間 : 午前9時～午後7時
※土・日曜日、祝日は午後5時まで。
〠141－0022　東五反田2－11－2
☎3449－4400　Fax3449－4401

●戸越体育館
〠142－0042
豊町2－1－17
☎3781－6600
Fax3781－6699

●品川保健センター
〠140－0001 北品川3－11－22 ☎3474－2225
●大井保健センター
〠140－0014 大　井2－27－20 ☎3772－2666
●荏原保健センター
〠142－0063 荏　原2－9－6 ☎3788－7016

催　し ★

★

東日本大震災被災地全域への義援金受付
日本赤十字社 0120－60－0122
中央共同募金会☎3581－3846
※振込先は、各ホームページまたは電話でご案内しています。

ご支援・ご協力ありがとうございました
義援金総額（2月26日現在）256,132,176円
2月26日現在、255,163,520円を岩手県宮古市（118,500,000円）・福島県富
岡町（118,500,000円）・宮城県（10,500,000円）・日本赤十字社（7,663,520
円）へ届けました。今後も順次被災地に届けていきます。
問総務課☎5742－6625

宮古市・富岡町を指定して集められた義援金は、引き続き受け付けますので総務課・
高齢者福祉課（☎5742－6728）までお問い合わせください。

3月26日は3月26日は
「非核平和都市品川宣言」「非核平和都市品川宣言」
制定日です制定日です

区では、核兵器廃絶と恒久平和確立の願いを込め、昭和60年3月26日に「非
核平和都市品川宣言」を制定しました。これを記念して、広島・長崎平和使
節派遣の成果発表資料や被爆当時の写真などの展示をします。この機会に、
あらためて戦争の悲惨さや平和について考えてみませんか。
日3月12日㈬～27日㈭　
場本庁舎・第二庁舎3階連絡通路　
問総務課平和担当☎5742ー6625

シンボルマーク

こんなときには国民健康保険の
届け出をお忘れなく
国民健康保険に入るときややめるとき、保険証の
記載内容に変更があるときは14日以内に届け出
が必要です。

問国保医療年金課資格係☎5742－6676
届け出先／
　国保医療年金課（本庁舎4階）
　品川第一地域センター（北品川3－11－16）
　大崎第一地域センター（西五反田3－6－3）
　大井第一地域センター（南大井1－12－6）
　荏原第一地域センター（小山3－22－3）
　荏原第四地域センター（中延5－3－12）
　八 潮 地 域センター（八潮5－10－27）

こんなときには 届け出に必要なもの
は
い
る
と
き

品川区に転入したとき （転出証明書）
職場の健康保険をやめたとき 職場の健康保険をやめた証明書
子どもが生まれたとき 親の保険証
生活保護を受けなくなったとき 保護廃止決定通知書

や
め
る
と
き

品川区を転出するとき 保険証
職場の健康保険に加入したとき 保険証、職場の健康保険証

亡くなったとき
保険証　※葬祭費の申請は、国保医療年金課
のみで受け付け。喪主の金融機関の預金通帳、
印鑑、会葬はがきか葬儀社の領収書を持参

生活保護を受けるようになったとき 保険証、保護開始決定通知書

そ
の
他

区内で転居、氏名変更したとき
保険証

世帯主が変更、世帯が合併・分離したとき
保険証をなくしたとき・破れたとき 本人確認できるもの

◉保険証の交付をお急ぎの方は、「本人確認できるもの」（運転免許証・パスポート・写
真付き住民基本台帳カードのうち１点、もしくは郵便物・診察券・預金通帳 ･年金手帳 ･
公共料金の領収証のうち 3点）が必要です。　◉世帯主が変わった場合は、世帯全員の
保険証を持参してください。　◉外国人の方が加入する場合には、在留資格 ･在留期間
に一定の要件があります。詳しくはお問い合わせください。　◉職場の健康保険に加入
したときは、忘れずに脱退の届け出をしてください。　◉退職を予定している方は、健
康保険任意継続の制度もあります。詳しくは勤務先の担当者におたずねください。



● いま、品川区では。
● シルバー大学
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広　報

古紙配合率70％再生紙を使用しています

品川区

品川区は、サービス精神、
チャレンジ精神、新感覚
でイメージアップ運動を
進めています。

競技名 日程 会場 申込締切日 費用 内容

クレー射撃 3/30㈰
午前9時から

筑波射撃場
（茨城県）

当日、直
接会場へ 8,000円 ○トラップの部　○スキートの部（各100発）　

※弾は各自持参。銃砲等所持・猟銃用火薬類等譲受許可証の携帯が必要。

ソフト
テニス

3/30㈰ しながわ区民公園
（勝島3－2） 3/14㈮ 一般・壮年1ペア

800円
中学・高校1ペア

500円

○中学男子・女子
※予備日4/27㈰

4/13㈰ 有明テニスの森
（江東区有明2－2－22） 3/28㈮ ○高校男子・女子　○一般男子・女子　○壮年男子・女子（45歳以上）

硬式テニス 4/13㈰・27㈰
5/11㈰

大井ふ頭中央海浜
公園（八潮4－1）

他
3/26㈬ 1ペア880円

4/13○男子：一般の部、壮年の部（50歳以上）　4/27○女子：一般の部、壮
年の部（50歳以上）　※5/11㈰男子・女子準決勝・決勝（しながわ区民公園）
※予備日5/6㉁しながわ区民公園

空手道 4/13㈰ 総合体育館
（東五反田2－11－2） 3/29㈯ 500円

小中高生300円
○組手の部（一般男子5級以上）○型の部（1部・2部）○鍛眼法の部（1部・
2部）　※組手の部は、連盟登録者・スポーツ保険加入者のみ

卓球 4/20㈰ 戸越体育館
（豊町2－1－17） 4/1㈫ 500円

中高生300円
○一般男子・女子  ○壮年男子A・女子A（45歳以上）   ○壮年男子B・女子B（60
歳以上）○中学男子・女子  ○高校男子・女子  ○初級の部（男女の区分なし）

第64回 品川区民スポーツ大会（春季）
申各申込締切日までに、費用を持ってスポーツ協会（東五反田2－11－2
☎3449－4400）へ（3月17日㈪を除く）　※年齢は、ソフトテニス・硬
式テニスは大会当日、卓球は27年4月1日現在。 ※硬式テニスはダブルス
トーナメント戦・6ゲーム先取、卓球はシングルストーナメント戦。

しながわ子ども未来フェスタ
未来フェスタウンで遊ぼう!!

日3月21日㈷午前10時30分～午後4時
場きゅりあん（大井町駅前）

今年はただ遊ぶだけじゃない。あなたがその場でス
タッフになり、お店体験やおもてなし体験もできる
よ!! まずは「未来フェスタウン」で、ID登録・プレ
ミアムバッチをゲットしよう!!

・オープニングアクト
・しながわキッズ写真展授賞式
・パワードリームミュージックフェスタ大賞バンド演奏
・幼児ステージ「あつまれわいわいひろば」ゆあさとんぼさんと歌おう
・クッキング体験
・おもてなし体験
・食育ショー
・おままごとコーナー
・未来フェスタウンを魔物から守れ「勇者体験」
・町のシンボルツリーをつくろう・遊ぼう
・みんなで踊ろう「フラッシュモブ」
・キャストオペーレーション体験　　他

問子育て支援課在宅子育て支援係☎5742－6720

多目的ホール全体で、「ふれあい」を
テーマに普段は触ることのできない
生き物を展示します。電気ナマズでし
びれてみたり、他にトラザメや角質を
食べる習性のガラルファなども！親
子で思う存分楽しんでください。
日3月15日㈯～4月6日㈰

・クリオネとナメダンゴも同時展示！（5月6日㉁まで）
開館時間／午前10時～午後5時（入館は30分前まで）
休館日／火曜日（3/18・25、4/1は開館）
￥1,300円（800円）、65歳以上1,200円（700円）、小・中学生600円（400円）、

4歳～就学前300円（200円）
※区内在住や在勤・在学の方は住所など（65歳以上の方は年齢も）確認でき
るものを各自提示すると（　）の金額になります。
※4月1日から料金改定があります。

春の特別展
～ふれあい水槽～
問同館（勝島3－2－1しながわ区民
公 園 内 ☎3762－3433　 HP www.
aquarium.gr.jp/）

●ジュニアバドミントン教室
日4月9日～8月27日の第2・4水曜日 
午後4時～6時（全10回）
場総合体育館（東五反田2－11－2）　
人小学生～高校生30人（抽選）
●ジュニア卓球教室
日4月12日～8月23日の第2・4土曜日 午後3時～5時30分（全10回）
場スクエア荏原（荏原4－5－28）、総合体育館
人小・中学生30人（抽選）
●ジュニアソフトテニス教室
日4月14日～8月25日の第2・4月曜日 午後6時～8時（全10回）
場総合体育館　人小・中学生20人（抽選）
――――――――――――――――　共　通　――――――――――――――――
￥各5,000円（保険料込）
申3月26日㈬までに、往復はがきで教室名、住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話
番号、学校名、新学年、各スポーツ歴をスポーツ協会（〠141－0022東五反田2－
11－2☎3449－4400）へ　※通年の教室で継続可能。

税 ●25年分所得税および復興特別所
得税・贈与税の申告と納付の期限
は3月17日㈪です。
●25年分個人事業者の消費税・地方
消費税の申告と納付の期限は3月
31日㈪です。

税のたより
問品川税務署☎3443－4171
　荏原税務署☎3783－5371

国税庁ホームページ
HP www.nta.go.jp

3月17日㈪に行われる予算特別委員会での総括質疑の様子が、ケーブルテレビ
品川で放送されます。

○ケーブルテレビで放送された総括質疑の様子は、放送終了後に品川区議会
ホームページで配信します。また、ＤＶＤを貸し出していますので、希望の方
は電話で区議会事務局☎5742－6810へ。

○3/21㈷ ○3/23㈰＜再放送＞
品川区議会自民党

14:00
〜
22:00

みんな・無所属品川

14:00
〜
22:00

品川区議会公明党 日本共産党品川区議団
民主・改革ネット 品川区議会自民党
みんな・無所属品川 品川区議会公明党
日本共産党品川区議団 民主・改革ネット
※質疑内容によっては放送の終了時間が早まる場合があります。

区議会のケーブルテレビ放送

シルバー人材センター会員募集シルバー人材センター会員募集
あなたに合った仕事で、収入を得ませんか。シルバー人材センターは、高齢
者の生きがいづくりと社会参加を応援しています。
●専門・技術の仕事：経理事務など
●技能の仕事：ブロックコンクリート工事、ふすま・障子張り、雨樋

どい

工事、
洋服補修、出張着付け、和裁仕立てなど
●事務の仕事：一般事務、受付事務、毛筆筆耕、あて名書きなど
●管理の仕事：学校・マンションなどの管理、駐車場管理、自転車整理など
●軽作業の仕事：公園清掃、除草、商品整理、袋詰め、封入、マンション清
掃など
●サービスの仕事：家事援助、区広報の配布、児童送迎、交通指導、見守り
など
人区内在住で、健康で働く意欲のある60歳以上の方
￥年2,500円
問シルバー人材センター本部事務局☎3450－0711

ジ ニ 教ア 室ス ポ ー ツユ


